
題「今年頑張った授業づくり：原子・分子の実験」 

1. 発表の背景 

原子・分子の概念は中学生にとって抽象的で理解が難しく、その一因として「実感

を伴う学習経験の乏しさ」があると考えた。現在は、化学反応式などを通して間接的

に原子・分子の存在に迫る指導が中心であり、生徒が観察・実験を通してその存在を

実感できる機会は限られている。 

そこで本発表では、「原子・分子の存在を実感できる学習活動とは何か」という問

いを立て、観察や実験を通じて原子・分子の存在をより直観的に理解できる授業の計

画と実践に取り組んだ。授業の計画においては、附属中学校の過去の授業実践の記録

ノートを活用し、実践内容や意図を参考にした。 

 

2. 授業実践の概要 

本実践では、次の３つの授業を計画・実践した。 

(1) 分子の大きさを測定する授業 

オレイン酸が単分子膜を形成する性質を活用し、分子１個分の大きさを計算に

よって求める実験を行った。極めて小さい数値を扱うため計算の難易度は高かっ

たが、電卓を使用することで中学生にも扱えるよう配慮した。 

生徒の感想には、「目に見えない分子の大きさを測ることができるのはすごい」

といった記述が多く、観察・実験を通して分子の存在やその極小さへの実感が得

られたようだった。 



 

 

(2) 分子の大きさを比べる授業 

以下の２つの実験を通して、分子の大きさの違いを体感させた。 

① 水とエタノールの混合実験：混合後に体積が減少することを通して、分子の

大きさの違いを考察させた。 

 

② 半透膜実験：アンモニア水・デンプン液と、フェノールフタレイン溶液・ヨ

ウ素液を用いた実験により、半透膜を通過する分子と通過しない分子の違い

を観察させた。また、ダニエル電池の容器を使用することで、半透膜の仕組

みについて中学３年生の粒子領域の学習内容との系統性を意識した。 

 

生徒の感想には、「半透膜は小さい分子しか通さないことを知った」や「「医療や

日常生活にも活かせそう」といった記述が見られ、学習内容の理解とともに、科学

的知識の日常生活への活用を意識する姿も確認できた。 

(3) 分子の運動を可視化する授業 

以下の３つの実験により、分子が常に運動していることを視覚的に捉えさせた。 

① アンモニアの拡散：フェノールフタレインを染み込ませた長いろ紙をアクリ

ル容器に入れ、アンモニア水で湿らせた綿を置くことで、アンモニア分子の



拡散を色の変化で可視化した。 

 

② アンモニアと塩化水素の反応：それぞれの液体で湿らせた綿をアクリル容器

に同時に入れ、反応生成物ができる位置から分子の運動速度の違いを観察を

通して、分子の質量との関係性の理解を促した。 

 

③ ブラウン運動：水に牛乳を加えて顕微鏡で観察し、分子のランダムな運動を

視覚的に捉えさせた。 

 

生徒の感想には、「実験で分子の運動が目に見えて驚いた」「化学の面白さを味

わえた」といった記述があり、科学的興味を高める契機になっていたことがうか

がえた。 

 

3. 成果と今後の展望 

本実践を通して、「見えない世界」を「感じられる世界」へと変換することで、生

徒の理解度と学習意欲の双方を高める可能性が示された。 

今後は、これらの実践をさらに精査し、評価方法の工夫を加えるとともに、生命領

域（例：デンプンの分解や吸収など）との関連を意識しながら、単元を横断した「概

念のつながり」を育む授業づくりを進めていきたい。 

（執筆：佐久間） 


